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学習指導に関す る 実態調査

ー教
官 ◎ 生徒。保 護者〟

教育への関心が深いときです0

東京教育大学附属駒場中。高校、略称「教駒」も創立以来80周年

を迎え壕 した0

30才托成長した教駒の実体をアンケ叫ト調査の形で壌とめてみ優

した。

教官、生徒、保護者の8つのアンケートを並べて掲載し優した0

それぞれに異なったニューアンスがあ少、比戟検討してみるのも有

意義であろう0 と思うからです0

研究部◎生徒部



アンケ叫トま・学習指導紅関サる実態調査∈教官う

教育研究の基本事項の…つとして、学習指導の実態調査が必贋と恩h壇サ。3¢年の

教駒教育の決算の一つとし優して、研究部として整理してみ£うと思如意サ。

御協力下さh。

ほ 本校生徒の能力壇たは才能把つhてぁたずねし漕す。

（1）教科によってそれぞれ能力◎才能のとらえ方がちがうと思払凛サカミ海その教科の才能（三二紘

どん浸ことですか。

下の例（数学科の例ですが）の中把あれば番号把○をつげ㌔ 蔑ければ余白経書払て下濱♭頂く。

1・素材を形式化する能力 2，捨象サる能力

a 関係づけや関連づけができる 4．u般化の能力

5・非本質的なものを捨象L主賓なものを抽出する能力

邑 外見的把異をるものの中でu般的夜ものを見とる能力

て 首尾一貫した論理的を推論ができる。

邑 推理過程を短縮する能力

急 患考過程の可逆性（思考の椴の経過から逆の経過へ移行で蟄る）

1a 思考の柔軟性（ある知的操作から別の操作へ切力替わる能力）

（
（2）いわゆるできる生徒と才能ある生徒との関連経つhてどの£う把考えてh慧サか。

白に書ぃて下さh。

（
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（3）教駒6ケ年の教育で才能のある生徒は十分把その能力が伸ば浸れてぃると思ゎ億せか。御

意見を下の余白把奮ぃて下さh。

（
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② 本校の生徒の学力と授業と把つぃておたずねし壇す。

該当する項目があればその番号把○をつけ、浸ければ余白にお書き下さい。

（1）生徒の学力把握のため何かの調査研究をしたことがあタ壇すカも

1、 ある

（
2． 夜レゝ する必要がなh

（2）本校の生徒は一般的把良くできるとぃわれ壇すが～ その原因は

1．本校の授業がすぐれてぃる

2．授業者および生徒が熱心である

a 予備校◎塾で予習◎復習をするから

4．生徒の努力が大きい

（
（3）授業内容の程度をどのあたタ把おいてh壇すか

1．高い生徒 2．平均 亀 低h生徒

（
（4）授業にのぞむ授業者の態度は

1．自分の授業レベル填で生徒をひっばってぃく

2．生徒の能力把合わせてぃく

a 生徒など眼中にない

（
（5）その他［ヨの項目把ついて御意見があれば奮ぃて下さい

（
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団 指導法把関しておたずねし壇す。

該当する項目があればその番号把○をつけ、なければ余白綻書ぃて下さh。

（1）何か、自分流の独自な指導法があるとお考えですか。

1． ある

（
なぃ

（2）教育機器を用ぃた授業経験があゎ壇すか。

t ある 2．なぃ

用ぃた教育機器把○をつけ、該当項員がなければその他の余白に書いて下さい。

l．計算機 2．ⅤでR

4．その他（

O H P

）

（3）標準的授業内容は教科書把あると思い凌すが、どのよう紅綬某をすすめてh壇すか。該当

項目の番号に○をつけ、その理由を余白把書ぃて下さh。

l．教科書どお力に弓受美してぃる

（
2．教科書の一部を手直しして授業してぃる

（
a 独自のプランによ力投美してぃる

（

て飽
（4）教科書以外の副教材が必要ですか

1ノ

＼ノ

ー
ノ

ー
ノ

1．必一変である 2，必一葉で夜h

必要夜場合、どんな副教材を用ぃてぃ壇すか。該当項目把○をつけ、その理由を余白に書

いて下さh。

1．教科書傍用問題集を用いてぃる

〔
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望ふ と昏ど昏必賓と思われるものを自分で作成する

ぎ ）
汲 独自のプラン把£少自分で作成する

∈〆
∠最中その′独

〆〆g㌔

）

）
済 生徒の学力到達慶絶ついておたずねし壇サ。該当項目把○をつけ余白把理由を書いて下さい。

乾退き学ブヨの評餞をどの£う紅してh壊すか

及．

汲盈現行どお必凝召末試験のみで

転炉
凝召斎戒験以外経ときどき′」＼テストを実施して

転
職末試験以外把淘 レポートや生徒の日頃の態庭を加味して

∈
蛋謡う評頗問窺の作成経つわて書払て下さh。

領一

芝。

教科書の葦末問題程度の試験問題を主狩出題する
㌔細

駁
教科薔の巻菜問題海入試問題程慶を仙部出題する

∈
鼠 生二経のレベル把即した問題を自分で作成する

軒
を詔きずばぬげてで尊る生徒把対して（平均点よカぃちじるしく上の生徒

亙や 何らかの課題を筍別把あたえてぃる

∈
監 別絶しな払。彼等の自主性把壇かせている

∈
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a 各クラス40名とみて、このよう夜生徒は40名中何名ぐらいぃると思ぃ壇すか

（
（4）おちこぼれの生徒把対して（平均点よゎいちじるしく下の生徒）

1．

2，

何らかの課題を特別把あたえている

（
別忙しなh。彼等の努力把期待してぃる

（
このよう夜生徒でも他の公立校では平均よ少上の生徒と考えられ壇すか

4スニノク．

／′－、＼各′し
屯 0名とみて、40名中、何名はぃると思ぃ壇すか

◎ 御協力を感謝し壇す。 以

）

）

）

）

）
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学習環境問題ア ンケ≠ 卜 生徒自治会役員会

フ∵／ケ叫卜2

学習環境とは，主把授業，填たは学校生清全体を学習とするならば学校生活を，学習とぃう面

でとらえた時の，我が校と諸条件を指し要す。言hかえれぼ，授業問題ですが，これは単に教師

と生徒の関係では夜く，自分にとってはまわカの生徒も蚤習琴媛となるわけだから，生徒と生徒

の関係も入力壇す。

そこで生徒の皆さんびとカひとカに意味を開こうとぃうわけです。問題点は特に指定し壇せん

でした。そ■れ自体壇だはっき少してい凌いし，自由夜意見を開きたhからです。

圧］授業把ついて

く注意＞1．2では教科別に，興味や協力のなさの原因を求めようとhうのではなく，どの授業

でも内容以前の，授業態度◎雰囲気があるわけですから，一番共通して言えることを書ぃて下さ

い。4では，授業を改善してぃく場合目標となるような授業を知力たいので，あなたがその授業

を重く見るか否かにかかわらず，客観的に考えて答えて下さh。しかし教師の人気投票ではなぃ

ので，その結果は公表し壇せん。

1．あなたは全体的に授業に対し，真剣に戦力組む要素（興味）を持ってい壇すか？

ア，知的興味がある イ，興味は凌いが必要性は感じる

り，興味も，授業に教ゎ組む必要性も感じない。

2．あなたは全体的に授業にどのような態度で臨むことが多ぃですか？

ア，できるだけの番を吸収しようと，授業だけに集中して，

イ，授業と同時に，授業とは直接関係の夜い（同じ科目の問題集なども含む）勉強（内職）

にも励もうと思つて

り，授業は人の邪魔にをらなh鍵盤に無視し，内職に励もうと思つて

ェ，人と話をしてぃて，開いてぃなぃか，聞き流している。

5．あなたは教師把よつて，多少なカとも授業態度をかえてぃ壊すか？

ア，かえてぃる イ，かえていない

4．あなたが受けている現在の授業で，一番濠じめになれ，壇た全体の雰囲気もよいのは，誰の

受け持つ授業ですか？複数の場合も，例として1人の名前を上げて下さho

（ ）先生の授業

5．教師の，授業の進め方や態度として，あなたはどんなことを望んでい壇すか？次の例の中

で，望んでぃるものには○を，望んでいないものには×をつけて下さい。○，×，つけないも

のの数は自由です。
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① て 教科書通力平均的スピードで進める

り 教科書以外の内容を戦力入れながらやる

教科書を早く終え，他のものをヤる

エ 予定の範囲が，終らなぃ。

④ ア 課題を出して，答え合せだけで授業をやる イ

させる り 問題も説明もすべてやってくれる

④ ア よく遅刻◎欠勤をする イ よく時間を延長する

エ よく宿題を出す

説明の他は，その場で指し，答え

よく雑談をする

占．あ夜たは自分のクラスの他 生彼の態度をどう思ぃ，どう行動し壇すか？

7■・さわがしいが自分もそうだから何もしなh。

イ さわがしいが，注意するだけ無駄だから自分だけは静かにしてぃる

り さわがしいと感じ，注意する

エ 静かだが人が内職しているのを見ると繰な気がする

オ 静かで，皆集中してぃるのでよぃ

同 学習内容把ついて

＜注意＞1で，現代国語，英文解釈，芸術，保健，体育が，戦力上げられていなぃのを，不満

に思う方もぃるかと思ぃ壇すが，質問の性格上 それらの場合非常に答えにくく怒るので除外し

壇した。又このアンケートは，1．2年生が対象なので，現在習つてぃる科目だけについて答えて

下さい。2．5については注］の時と同様，科目によってちがうでしょうから，全体的にみた感じで

けっこうです。

1．あなたにとって学校の授業又は教科書で取力上げられて，初めて接する内容は，すでに知っ

てぃる内容を含めて，戦力上びられた内容に対して，どれ位のウエイトを占め壇すか？ それ

ぞれについて，適する記号（アイクエオ）を記入して下さh。

ア はとんどが初めて接するもの イ 初めて接する内容の方が多い

り 半分半分である ェ すでに知っている内容の方が多h

オ はとんどが，すでに知っているもの

① 古典（ ） ㊤ 数学（ ） ④ 生物（

㊥ 物理（ ） ㊥ 世界史（ ） ⑦ 地理（

④ 化学（

㊤ 英文法（

㊥ 英作文（ ）

2．授業で取力上げる学習内容把ついて，宿題や期末準備，教科書準拠の問題集以外に，授業の

ための予習，復習をヤク壇すか？又時間にすればどの位ですか？

① 予習 ア ヤる1日（ ）時間位 ④ 復習 ア ヤる1日（）時間位

イ ヤらなぃ イ ヤらない
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5・2における予習や復習をふだんの勉強とすれば，それ払 その他の，独自にやってぃる勉強

（塾などを含む）に対して，どの位のウエイトを占め壊すか？

0割 イ 1劉位 ウ 5割位
エ 5劉位 オ 7割位

10劉

9割位

4．あ夜たは，受験し凌いと決めてぃる教科，それがない人は，特に興味のなわ教科の勉強把，

どのように取少組んでい壇すか？

ア 全然勉強しなh（単位のとれる程度） 高校教育課程としてびととかカはゃる

ウ 他の教科と同様，填じめ妄てやる

5．4の教科の授業に対して払 どんな態度をとカ壇すか，巨］の2と比戟して答えて下さh。

ア 授業にはできるだけ出ない イ 授業把は出るが，内容は無視する

り 他の授業と同じように壇じめに受ける

匡］教駒の学習環境について

く注意＞ 今壇での問ぃとちがってあなたの判断と，考えが必要です。重要な審なので〉 填じめ

に書しへてくださる£うお願いし要す。

1．今壇での質問把答えてきたあなたと，あ怒たの壇わカの環境を考えて少数駒の学習環境は夕

何にタ適していると思ぃ潰すか？（複数回答可）

ア 教師による受験指導，生徒の受け入れ体制が整っている

イ 授業中，皆壇ち填ちな審をやっているように，個人個人の受験勉強的なものは行われてぃ

るが，教師側には，承認されていない。

り 高校教育協課程の歴修が徹底して行われタそれがタ中心的な存在になってぃる。

ェ 教師による人間教育が，各教科の学習において行われている

オ 専門的な学問研究が，各教科の学習において行われている

2．これから授業を改善していくとしたら，1のどの方向にむかって改善されることを望み壇す

か（複数回答可）

ア 教師による受験指導をしてはしh，又は強化してはしい

イ 個人個人の勉強を手伝う家庭教師的夜教え方をしてはしh（1のイの強化）

り 高校数膏課程をていねいに，落ちこぼれがをいようにしてはしい

エ 人間教育をもっと強化してほしい

オ 設備を整え，もっと学問的夜研究ができるようにしてはしい

カその他を
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5．現在あ夜たは何を目的として授業を受けてぃ壇すか？

ア 受験技術 イ 卒業証書 り 教養 工 学間的探究 オ 何もなぃ

御協力 あカがとうどざい壇した
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学習環境問題アンケート，結果と考察（1） 生徒自治会役員会

このアンケート分析と考察払 5学期に行ったアンケートの結果を役員が見て，話しあった結

果，得られた一つの考えを壇とめたもので，今後，この結果を基にして，討論をしていきたぃと

考えています0夜お，グラフの一銭二毎 とぃうものは調査した5学期当時の学年をさし，番

号はアンケートに記したものを指してぃ壊す。

〔1〕現状分析

（グラフ）釘1．授業に対しての興味

知的興味がある

；…Eご5芸
2．授業態度

授業だけに集中して

：…卜→；；

興味は凌いが必要性は感じる 興味も必要性も感じなぃ

巨≡78巳当29
授業と共に内職把も 内戦に専念

Eこ 巳8
雑談。聞き流し 無回答

；…巨ヨ2；9巨ヨ；9
（1）上の結果よカ，生徒の大部分は，授業に必要性を感じてぃることがわかった。しかし授

業だけ把集中している人よカそれ以外の人が多いことから，授業内容を学習する目的を期

末試験に準備すること，に置いてぃると思われ壇す。そのために授業に出ていなければ怒

ら夜h，と感じているようです。

［ヨ 2．予習，復習の時間（「やら食ぃ」把○をした人は0時間に含めた。）

1年 予習

59

2

分 復習

25

占

1〔〕

8

5る

0

10

20

50

40

る0

90

12D

以上

9

5

2占

2年 予習

占5

992

5

5

5

22

轡

17

5

分 復習

0

10

20

50

40

る0

90

12（〕

180

j

以」二

14



4．受験しなh，又は特に興味のなぃ教科への戦力組み

全然勉強しなh

：…E49
高校数膏課程としてひととかカヤる

1年

2年 59

78

填じめにやる

無回答

巴。

‡5。
27

5．上の授業に対する態度

授業にできるだけ出をh

：…臣j12
他の授業と同じ£うに壇じめ把受ける

1年

2年

（2）

授業には出るが内容は無視する。

59

59

78

84

壇た一つの見方として，アンケート［ヨの4で上げたような科目と，それ以外の，ぃわゆ

る受験科目に分けて見てみると，前者については，「こ阜ととおカヤる」と考えてhる人が

多いようです。ところが「こAととおカ」の内容というのは5からわかるように「授業を壇

じめに受ける」だけであって，「予習◎復習をキチンとやる」こと壇で含めてはぃ凌いの

です。それは，予習復習をやらをいと答えた人が，全体の半分を占めることからもわかカ

壇す。さらに，1年と2年を比験し壇すと，2年生の方が，非受験科目に資す時間が短い

ことがわかカ壇す。これは受験がさし過つた問題となってぃる（アンケートは5学期に行
メ

った。）ことから当然とぃえるでしょう。

た］の5の結果は，壇じめに受けてぃる人が多い審を示してぃ壇すが，予習復習の時間の

量や，あとに掲げる，全体の勉強時間に対する割合夜どを考えてみると家庭での勉強時間

の少なhのを補うため，それらの学習は学校でできるだけ済壇せ，家では他の尊をやるた

めだと解釈するのが自然だと思い壇す。
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田 51予習復習が，全体の家庭学習（塾などを含む）把対して占める割合

1年 2年

1る

14

7

4

52

51

22 0劉

1〟

5 〝

5 〝

7 〝

9 〝

10〝

鱒当答

19

18

1う

ア

8

5

渚善か詫び

d．う
先に出したアンケ…トの問hで

は「その他の勉強把対しての割合」

2る
を問う形になやてお力野間h把不備

があったことをか詫びし壇づ㌔ しか

し絶とんどの人が「全体に対しての

割合」と解釈してくれたようなので，

その£うに結果を出すこと托し壇す。

（3）前ページのグラフを見てもらうとわかるように，1年生も2年生壌80藤以上の入が，予習

復習は半分（5劉）以下と答えてしっ濠す。残カの半分以上はタ 期末準備ヤ受験準備であること

が予想され濠すが，いわゆる受験科目の予習復習などその壇壇期末敬受験準備把つながる部分

があるわけですから，さらにその他把時間を決めて独自把ヤつてし1るもの（参考書）などがあ

るわけです。

大ざっばな計算ですが，田の2および5から，（この場合1年と2年を比駿する必要はなh

ので1年だけ托し壇す。）1年では

1日の勉（50か55分）÷Ot57＝絹問50分（雷妄言譜苦笑もの）強時間は 予習 復習 割合

内訳は 予習復習に 1時間25分

その他に 2時間25分 と払うこと把なカ澄サ。

回1各教科の内容既知皮（グラフの幅は全体を山窪とした時の割合で，数字は実際の記入数であ

らわし優した。） 2年

1年 はとんどカ初妙て柵てカ率ぃ 半々

古典

数学

生物

化学

地理

英文法

英作文

茂牧癖多い

5 8 4 2 8 5 9

2 5 虫7 4 0 2 8 13

£ 古典

基数学
4 2 8 9 2 6 19 7

5 9 4 3 2 8 5

2 5 8 2 81 3 0

15 4 8 逢 3 且 7

16 19 51 2 7 17

∈ロ

逢

生物

化学

物理

世界史

英文法

英作文

胤ん鰍初めて冶多h 半々
茂牧田酢

4 6 3 9 8 5 ユ2 7

2 逢 13 46 3 ま 31

3 9 16 7 6 6

65 81 且 5 9

3 3 18

和

魂

5

6 5 4 9 1逢

8 まヱ 3 9 4 2 3 2

21 3 2 15 8 5

8

二年生で化学と生物の両方に記入した人も多かったため，イヒ学，生物を合計すると1るDを越え

てい壊す。しかし1年生の世界史，2年生の地理などは除外し壊したロ

…30i…



（4）回の1から科目によって内容既知慶がかたよっていることがわかカ壇す。グラフの特徴から科

目をいくつかに分けて考えてみ壇すと。

0匡コ勾：これは主に古文◎漢文の解釈などで，質問に適さない科目だったかも知れ壇せん文
法的¢文学史的知識は身把つけてぃる人は多くても，古文そのものには初めて接する

0闊‥
（）生 物

化 学

物 理

世界史

地 理

ことが多hのでしょう。

皆さんが重要科目と思っているだけあって，内容既知産も高く，グラフは左側に寄っ

た形をしてh壇す。内容既知慶が高hことは，予習や復習，さらに，「その他の勉強」

で十分やっていることを示し壇す。だからこれらの授業ほ皆さんの理解度に応じて進

度を速くしていけるのでしょう。

グラフで言えば，割合，初めて接する内容が多h科目とぃえるでしょう。

科目によっては，授業の独自性によってそのようになっているところもあるでしょう

が，一般的に言って，キチンと取力線んでぃる人と，適当にす壇せている人に分かれ

るような科目だと言えるようです。それはやはカ，各人が自分の大学受験で必要かど

うかによって身を振力分け，進んでやるか，なるべく期末の点数に必要かつ十分夜程

慶に学習しているからでしょう。

以上のように見てくると，生徒の皆さんの取力組む態度把よって教材を分けてみると5つの塑に

大別され壇す。

0第一は，受験科目とはっきカ決めてhる教科で，予習復習もやるが，独自に計画を立てて勉強

してぃる場合が多h。

0第二は，受験科目ではなhとはっきカ決めている教材で，家庭学習にさく時間ははとんどなく，

通知表で及第点を取ればよぃと考えてぃる人もいる。

。第三は，第一と第二の中間の，受験科目に選ぶかどうか決めてぃ浸かったカ，それほど重視し

てぃなぃ教材で，予習◎授業。復習で内容を理解し，あえて独自な勉強を計画し夜h人が多h。

（5）以上が，生徒の現在の授業に対する取力線みと，その基となっている家庭学習の現状把つぃて

考察を加えたものですが，それらすべて把よって，駒場の授業風景，少夜くとも生徒の授業態度

は説明できると思い壊す。つ壇カ，今填で述べて来た審が原因で，これから述べてゆくことが，

結果になってぃるわけです。

しかし，すべての人が，今壇で述べて来たような考えを持ってぃるとは思ぃ壇せん。もっと立

沢な考えをもって自分の生き方を実現しようとしてぃる人はぃるでしょうが，そのような人たち

ばかカ浸ら，学校はもっと理想的な姿に浸ってぃるはずです。こう考えてみると，現状を形成し

ているだろう多数の人々はそのよう夜考えでは浸く，今，書ぃたよう夜考え方をしてぃるのでは

凌いかとぃうのが，役員会の見解です。
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学習環境問題アンケート結果と考察（2）

虹 5（アンケートの番号）生徒の望む授業のあカ方（進め方，教師の態度）

〔上が1年下が2年〕

①ア 教科書を平均的速度で

59

25

25

55

占5

教科書以外の内容を取力入れて

75

15

④7 答え合せだけの授業

5占 l 1

75

問題も説明もすべてヤってくれる

2る

4 5る

よく時間を延長する

11

るl
8 9

よく宿題を出す

92

2 98

95

101

（6）上のグラフで結果がはっき少しているのは，

71

生徒自治会

教科書を早く終え他の教材をやる

4壮ゴ55
エ 予定の範粍が終わらない

1

5 14

説明の他はその場でやらせる

40 5

55i l
④ア よく遅刻◎欠勤をする

2る

42

11

よく雑談をする

201㌧丁＋572

記入数は制限しなかったので

合計はぜち填ちである。

91

91

①のエ，㊤の了，④のア イ・，ウ，ち でしょう。そ－

れらの箇条書きにすると

0答え合せだけの授業はよくなぃ。0遅刻◎欠勤◎雑談は歓迎。

。時間延長や宿題はよくない。
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壇た①のイは総数が少ないが，教胡に£ってちがってくる厨というのが実際であろうからし方な

いでしょう。

上のような結果に共通の原因は，自主勉強時間の確保とそのための期末準備負担の摩滅だと思

い壇す。

遅刻◎欠勤の歓迎は自習時間（内容絃家庭学習又は期末準備が多h）が得られるからであカ，

宿題ぎらhは家庭学習の時間をそれ把裂かをければなら凌いからであカ，時間を延長されれぼそ

れだけ期末準備負担が増え，雑談があればその分だけ内容が減少，内職把励めるからだろうと思

ぃ壇す。それらは碍した時間にしてみればわずかなものでサが，アンケート結果に端的把表われ

ているといえるでしょう。

①，④の各間にはそれが£ゎにせよ悪い托せよ生徒の望む授業の状況が表われてぃ壇す。

①で注目すべき点では，1年生はりよ力もアを望み，2年生はアよカウを望んでぃる点でしょ

う。レ、ぃかえれば，1年生は教科書紅沿った標準的怒授業を望んでお力，2年生は授業にさ凌ぎ

壇な内容を盛力込んでもらぃたぃと望んでいるのでサ。これは単に受験期の到来填での時間のち

がいではなく，その学年の得色の表れだろうと思わ壇す。授業に受験技術（の£うなもの）の伝

授を期待するか否かによって，授業がため把なるものか，負担か紅分かれるのでしょう。そのち

がhは④把も表れてい壊す。

④は授業形態に関する問ぃであカブイウのいずれも現在，存在してぃるものと思h凛す。①の

ちがいが，1年がイよ力もりを望み，2年がりよ力もイを望んでぃるちがめとをって表れてぃる

のは納得してもらえると思ぃ壇す。イはぃわゆる少人数制塾形式で，りは多人数制ゼミ形式であ

ると言えるでしょう この2つはどちらがよいとも，どちらを生徒が望んでいるとも断定でき填

せんが，授業負担の面では後者が軽く，効果の面では，前者がためになることは言えるでしょう。

（ただし生徒自身が真剣に戦力組んでいる科目につぃての話。それ以外の科目では後者の方が楽

夜ので，そのためにりに○が多hのでしょう。）

釘5 教師によって授業態度をかえてぃるか？

かえていなぃ かえている

1年 25

2年 2

1
11

Ⅶ304－
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ロ］る他の生徒の態度について

る2人 4る人 28人

さわがしぃが，自分も

そうだから何もしなわ

さわがしいが〉注意
る

l

9静かで

言霊雷芸賢覧…冨三る人人皆集中し
てレ1る

ア イ ウ／／宅 ／ォ

5q人 25人

静かだが

内職をし

ているの

は嫌だ 2る人

1年

グラフは回答

全体を固定し

てかぃた

2年

1る人

（7）現状はさわがしぃ，と見てよいだろう。「静かで皆集中しているので£い。」とぃうのは居

直少のように思われる。「さわがしい」というのは，今濠での推論から見てむしろ当然であろ

う。アよ力もイ，ウ，エの合計の方が多ぃところからさわがしぃこと把嫌悪感を持ってぃる人は

多いが，アイの合計はウ，エの合計よ力も多hところから現状を黙認する入が多ぃことがわか

カ壇す。黙認してぃる人にもhろいろ夜タイプが見うけられ壊す。一つは授業を摩滅していて

うる省くても静かでも構わない場合タ一つは授業に真剣に取力線むことは不可能とあきら

めている場合，そして自分なカ把真剣に戦力組んではぃるが壇わカのさわがしさほ改善不可能

と考えている場合です。一般に重要視きれてぃなぃ教科の授業には，前にみたように多々の問

題があカ，特に授業がさわがしい，無関心夜生徒が多払わけですから，一つの場合として取力

上げて検討してみる必要があカ壊す。ここで改善策を見い出すことはでき壇せんが，何故この

ような状態が生壇れて来たのかという審につhては，か意力しつこく述べてきたつもカです。

ぁる科目集団芸芸ヒ芝：る）
→ 勉強（予習）しない → 未知の審が多い

一授業順卑が馴ゝ帥≪二志諾警晋…芸芸芸三い三了現状重要視されてぃる教科の授業については前に二つの受けかたがあると述べ壊したが，その1

つの授業を負担と考える人なら苔わがしぃことに嫌悪感を抱か食いはずなのに，この結果では

オの中に少し含意れてぃるとしか考えられ壇せん。これほどさわがしいと考える人が多いので

すから，改善の余地はあるはずです。重要視されている科目では教師◎生徒の努力によって双

方に満足のわく形で授業の改善が可能であると思われ壇す。これらの科目のさわがしさ，不真

面目さ
タ主として凝視科目での「それ」からの惰性によるからです。

〟305仙



［ヨ1．教駒の学習環境把つぃて

〔1年〕 〔2年〕

ア，教師による受験指導，生徒の受け入れ体制が整っている

10 ⊂コァ⊂二ニコ22

イ，授業中皆壇ち壇ち夜番をやってぃるよう把，個人個人の受験勉強的なものは行われている

が教師側には承認されてぃなぃ。

ウ，高校数膏過程の履修が行われ，それが中心的夜存在に夜つてぃる

57

エ，教師による人間教育が各教科の学習において行われてぃる

10 ⊂］ェ［ニコ15
オ，専門的な学問研究が，各教科の学習におぃて行われてぃる

18 ⊂ニコォ
無回答1る

這］2．授業の改善の望壊しh方向

7，教師による受験指導をしてはしh，又は強化してはしh

29

51

無回答1る

う8

28

イ，個人個人の勉強を手伝う家庭教師的な数え方をしてはしい（1のイの強化）

17こコィ ［二ニコ18
ウ，高校数膏課程をてぃねh把，落ちこぼれが凌いよう托してはしh

45

エ，人間教育をもっと強化してほしぃ

48

オ，設備を整え，もっと学問的夜研究ができるようにしてはしh

44

カ，その他

59

14⊂コヵ［コ15

45

42

その他…・‥教師の自己満足をやめてはしh。もっと広h視界から授業を行ってはしh。

自由時間をふやしてはしh。どんな形托せよ生徒が真剣にうちこめるもの把。

ノ他。

－306叫
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（8）国の1は教駒の現状を各人はどのように認識してぃるかを知ろうとぃう意図のもので，やほ

カ，「留まち壇ちの事をやっている」とぃう生徒側の態度と「受験指導よ力も高校教育課程を

重視」している教師側の指導の現状をとらえているよう把思われ壇す。ここでも生徒側教師側

の意見の食ぃ違いがあるようにみえ壇す。ところが封の2を見てみると，「高校教育課程と人

間教育と学問的研究」に票が多く入ってぃます。この点につぃてみると教師と生徒の考えのズ

レは夜いのです。

さて，それでは教師と生徒の意見は一致をみたと，決めてし壌うのはよくなぃように思われ

壇す。それは，生徒の斑の1と2の答に矛盾があるからです。現実として現1のプが行われて

レヽるならともかく，イが行われているのですから（それは自分の意志でやっているはず），もし

〔ヨ2のり，エ，オの方向に改変されてし優ったら，1のイはやゎにくく怒るはずでサ。ですか

ら私たち（役員会）は，2は望優しい方向を示しただけであって，現状の1のイを作力出して

いる生徒は，むしろ現状維持が本音ではないかタ と考え凛した。つ壇カ，建て前と本音の使い

分けが浸されてぃるのです。

叉，2年生にぃく分，受験指導を望む声が強い£う夜のは，当然と言えるでしょう。

固5何を目的として授業を受けているか？

この いは7年前にとったアンケ㌦卜と同じ質問文，同じ選択肢で，勉強意識を比蕨する

ためにも出し優した。ただし7年前の方は2学期にとつたものなので，

のものと単純には比べられないでしょう。

ア イ ウ エ オ

受験技術 卒業証書 教 養 学問的探究 何も覆ぃ

7

年

前

多

1年 0鯵） る 40 25 25

2年 15 9 29 17 17

5年 25 55 10 7 27

今

回

多

1年 15 24 52 17 7

2年 21 18 28 15 11

5学期にとった今回

数字は多だが無回答も含めた割合なので合計は100酵にならなぃo

（9）今回のアンケート絃5学期にとったものなので，1年と2年，2年と5年を，7年前と比戟

してみ凛す。
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01年一 前回よカ卒菜証書が増え何もをぃが減った。

02年一 前回よ少数着砂学問的研究が増え，卒業証書何も凌ぃが減った。

しかし大局的にみると7年前と勉強意識はあ壇カかわってぃなぃようです。そこで1年を7年前

の1年と2年の問〉 2年を2年と5年の問把入れて学年を負うどとの推移を見てみ壊すと，

1年

2年

1学期

5 〝

1学期

5 〝

5年 1学期

カ‾

イ

ア

オ

＜後書き＞

現在，教駒は大きを転換期に立ってぃ濠す。そ・の1つは筑波移転，1つは50周年， 1つは入

試制度の改変です。これらによって学校の諸制度，校風なども変わることが予想され凛すが∫ 授

業形態も変わらざるをえをくなるでしょう。（特に入試制度の改変把よって）

皆さんの本音を授業改変に適応するとそれは学校自体の転換と完全に対立するでしょう。かと

ぃって，本音を出さをhで建て前の授業倭を実現し£うとすれば∋ かえって各人の授業ばなれ，

学校ばなれが促されて，授業は卒業証書のためだけ把受けるよう把なってし壇うでしょう。

ですから，授業に何を求めてhるか9 学校に何を求めてぃるかをもっと明確に知る必要から，

これからその点に絞ってもう山鹿アンケートをとることを考えてい壌す。

以上 197る年度 後期役員会
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高校生の学習関係アンケ〝ト結果把つ抑て 52．2実施

○ 生徒のデータをもとにパーセントをとる次のようになる。

対象学年1年（硯2） 2年（硯3年）

且．弓受業把対する興味少額労組む必賓性把ついて

回答数 ま年 且46名 2年 且50名

興味がある 興味ないが必要性あカ 興味も必要性もなし そ の 他 無 回 答

旦 奉 34感 53感 9感 3感

2 年 35感、
、43感

19感 3感

全 体 35感ン 4∂感 且4感 2感 ′ま感

〔参考〕 S。4逢年度調査

五 年 2 年 3 年 平 均

全科目把輿嫁があカタ ヤノレ気十分、 且且 感 ∂感 0感 ぢ感

一部の科目はつ優らぬがタ 大半は興味あカ 27感 後0感

30感妻
32感

一部の科目は興味あるが♪ 大半紘つ慧らぬ 29感 36感 逢2感 39感

絶とんどの科目で興味なくタ ヤル気も覆い 5感 温2感 20感 12感

全然 ダ メ 且6感 8感 8感 草0感

2．

3．

授業に臨由態慶について 且 年 望 年 平 均

授業だけ把集中する 42感 4且喀 4五感

授業と内職を両立させる 29感 30喀 29感

内蔵を中心把人の邪魔把ならぬ程度に授業無視

7盛暑
且3感 且0感

∧と話をしていてタ 開いていないか聞き流す

22感i息6感
19喀

教師妃£って授業態度を変えるか 1 年 2 年 平 均

変え て い る 83喀 8逢感 83感

変え な い 且7感 且6感 且7感
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授菜の進め方，態度として
望 し い 望 し く な い

1 年 2 年 平 均 1 年 2 年 平 均

教科書を平均的スピードで 43感 22 塊 32感 17感 26感 22感

教科書をはやく終え，他の教材を 23感 19感 21感 27感 21感 24感

教科書以外の内容をとカ入れながら 50感 63喀 57感 17感 9感 13感

予定の範問が終らない 8感 9感 9感 49感 42感 45感

課題を出し，答え合せだけで授業を 7感 7感 7感 59感 50感 54感

説明の他牲，その場で指し答え濱せる 25感 28感 27喀 27喀 22感 25感

問題も説明もすべてやってくれる 55感 37感 46感 18感 16感 17感

よく遅刻，欠勤する 62感 61感 61感 18感 9感 14感

よく時間を延長する 4感 5感 5感 69感 64感 67感

よく雑談する 45感 48感 46感 16感 ケ感 12感

よく宿題をだす 3感 1感 2感 63卑 65感 64感

他の生徒の授業態度について 1 年 2 年 平 均

騒しいが自分もそうだから何もしない 39喀 41感 39感

騒しいが，注意しても無駄だから自分だけ静かに 28感 20感 25感

騒しいと，注意する 4感 4感 4感

静かだけど，内職をみると綾な気がする 6感 13感 9感

静かで，皆集中しているからよい 17感 21感 19感

そ の 他 7感

ー310冊
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学習内容に関して

1．投業で接する内容に関して

ア．ほとんど初めて接する内容である イ．初めて接する内容の方が多い

り．半分半分である エ．すでに知っている内容の方が多い

オ．はとんど，すでに知っている内容である

古 典
≒

数 学 生 物 化 学 物 理 世界史 地 理 英文法 英作文

1年 2 年 1年 2 年 1年 2 年
1年担年1年t2年t 1年ミ2年

1年t2 年 1年 2 年 1年 2 年

ア

l

39釧34喀 19感 17感 32感 53感 42感 52感 ／…60感バ47感19感毒パ9感；13感12感 26裔
イ

‡

28感‡28感

I

20感i9感 29感122感
l
31感 25感 ／24感 ／36感 24感i／11感：8感

i

15軌40感

ウ
l

23感毛25感 30感i32感 20感 9感 20喀 12感 ／ 9感 ／10感 24感…／
36感 27感 39感119感

t

エ 6感 9感 21感 21感 14感；8感
4感 7感 ／ 3感 ／；4感23感‡／

32感 29感 21感 10感

．オ
3感 5感 10感 21感 5感 8感 3感

3感打 4感『
2感 10感 ／ 13感 22感 13感 6感

選択 選択

2．授業の予習・復習把ついて

1 年 2 年

予習をする 70感 畠、2感

しない 30感 48感

選択

1 年 2 年

復習をする 52感 36感

しない 48感 64感

3．予習・復習のその他独自の勉強（塾等を含む）把対するウエイト

0 割 1 割 3 劉 5 割 7 剖 9 割 且0割 ㌃可
1 年 17感 12感 25感 24感 11感 2感 5感 3感

2 年 31感 14感 19感 13感 9感 2感 5感 6感

4．受験しないと決めている教科あるいは特に興味のない教科の勉強にとカくむ態度

！
i

1 年 2 年

全然勉強しない（単位のとれる程度把） 22感 35感

高校課程としてびととお少 55感 42感

そのノ他の教科同様慧じめに 21感 19感l

無答，その他 4感
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5．非受験教科あるレ勺紋帝把興味感な約段業絶対サる態度

且 年 2 年

授業把できるだけでな抑 5感 8感
…

授業把はでるが内容を無視 30感 27感

「面あ痩喪と同じ£う紅漕じめ把 60感 59感

そ の 他 5感 逢感

無 答 且感 五感

駒場の学習環境綻関して

1．駒場の学習環境は何把適して折るか

且 年 2 年

教師に£る受験指導菅生徒も受けいれている 8感 15感

教師は受験指導していないが生徒が受験勉強している 64感 52感

高校数育課程の復習の徹底が中心 28感 20感

教師の入間教育が教科学習把反映して抑る 8感 10感

専門的な学問研究が各教科の学習把反映している 且2感 22感

その′他夕無答 息3感 11感

2．授業をどういう方向で改善して絶しいか

息 年 2 年

教師把£る受験指導の強化 22感 21感

個人の学力著作ばサ家庭教師約指導 ま3感 12感

落ちこぼしが．ない£う高校教育課程なていぬい托 声度盛 30感

人間教育の充実。強化 37感 28感

設備を整え昏 学問的研究がで垂る£うに 34感 32感

そ の 他 ユ1感 9感

3．伺な目的として授業を受けて折るか

受験技術 卒業証書 教 養 学問的探究 何もない 無 答 ・そ の 飽

1 年 23感 36感 逢9感 25感 宅 急五感 5感 2感

2 年i30感 27感 逢2感 22感 且7感 3感 3感

〔高校生徒自治会係£カ〕

参 考 S。凌4年皮

受験技術書卒業証書音数
養
学問的探究書何もなぃ

1、年 0感 6感 逢0感 25感 蔓 25感
2 年 且5感！

9感 29感 且7感 且7感

3 年 23感 毒 33感 且0感 7感 27感
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アンケート5タ本校における教育に関サるアyケ㈱卜のお願ぃ

晩秋の候を迎え、保護者の皆様綻は、一層御清栄のことと存じ壇す。

最近は各方面で、教育問題に関心がたか澄男、教駒の＼あカ方も世論の対象と

なってい壇す。

このよう夜情勢のもとで、保護者の方々が、本校の教育把関して、日頃どの

ようを御意見ヤ御批判をおもち把怒っておられるか、叫裏面のアンケ仙卜でお知

らせ頂くことによって、今後の私共の研究、教育活動の参考にいたしたく、わ

か磨一紅くいアンケートで、はな蜂だ恐縮ですが、以下の各問払把お答え頂きた

く㌔ お願い申し上げ壕す。

保 護 者 殿

昭和52年10月15日

東京教育大学附属駒場中⑳高等学校

研究部長 長 野 東

アンケ叫トは次の諸点から構成されてい壇す。

（Ⅰ）本校の印象につぃて

佃）進学と受験体制につhて

㈱ 教科教育忙ついて

本校も創立30周年を迎え優したが、附属駒場中⑳高のあカ方を保護者の方

々はどのよう把とらえておられるかを項目（Ⅰ）で壇とめ、項目（正）で絃、とかく世

評では進学校として見られてぃる本校の実態把つわての御意見や御感想督うか

がわせて頂きたいと思い壇す。

項目㈱では㌔ 学校教育の中で教科教育の占める位置は当然大きめものがあ勿
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壇すが、それが人間形成の上で、どのようを成果をあげているとお考えか、保護

者の方々にお伺いしたいと思ぃ壇す。

アンケートの項目にくt 学習指導”という用語があカ壇すがご教科教育活動”の意

味で用ぃてお力壇す。

何分、各項目とも説明不足で、意味不明のものもあると存じ壇すが、アンケー

ト回答用細の項目と御照合の上、現情勢下の駒場とその教育打ついての御意見を

お寄せ下さるよう、串願ぃし壊す。

回答用紙の回答らんには、○、×、△の三種類の記号が用意されてぃ凛す。設問

どとに述べてある事柄が、その通力であるとお考えのときは○の下のマス目の中

に○を、壇ったく違うときには×の下のマス目に×を、どちらでも凌いときは△

の下のマス目に△を記入して下さい。

壇た、設定された項目以外に御意見のある方はすぐ下の余白にお書き下さい。

夜お、集計の都合上、10月25日（火）壇でに生徒を通じて担任壇で、御出

し頂きたいと思います。

回答例 項目（1）は凛ったく違うも（2）はその通力である、（3）はどちらともいえ

夜ぃという場合、下のように記号を御記入下さh。

設問項目 ○ ∠ゝ ×

（1） ′×

（2） ○

（3） ∠ゝ

－314肘
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（Ⅰ）入学した動機把つぃて

各学年とも（2）の中学から無試験で高校にパスできることを理由のトップ把あげてぃる。

中学把入学すれば高校入試がほぶける。少しでも入試とぃう過酷な競争を減らしてやろうと

ぃう親心を感じる。中学に入るための過酷を準備教育はやむを碍ない。しかし、h壇、苦労す

れば6年間楽ができるというのが親心の実状のようである。

次に、（5）の本校の校風である。これははなはだばく然としてぃてわかったようで実はわから

なぃ。無難な問ぃ把○をつけておこうというところか。

これ把反し、（9）の実験校としての使命に○も×もつけなh保護者が多h。気把なるところで

ある。

（1）であげた10個の設問だけでは、入学の動機につぃてその理由を浮きぼカ托することはク

テマエとホンネとがあって無理のようであったが、その他の意見把ホンネが出てぃるよう夜の

で、それを抜粋してみよう。

壇ず、タテマエほ

ホンネの方は

（

（

本校の優秀夜教授陣をあげている。

次把、施設、設備の良さである。

東大合格率の良さである。

次把、知的把高度夜集団であることをあげてぃる。

現在のように高度に発達した文明社会陀おぃて、人間教育も大切であることは感じとれるが

壇ず、息子の進学である。しかし、進学…辺倒把徹しきれ食ぃ保護者の複雑な気持ちが現われ

てぃる。

（Ⅰ）打つき円グラフを書ぃてみると、中学1年保護者と高校1年保護者との気持の表現の仕方

が同じ形と覆って現われた。念のため次にあげておく。
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（Ⅱ）入学以後の感想

圧倒的拓本校紀入学させて良かったとぃっている。これは全体的な印象なのであって細部把

わたってどこがどのよう把良かったのか？このアンケルトからは知るよしもない。しかし、（4）

の学力の高h生徒が多く刺激拒食カ、自分の子供も勉強するよう把なったと感じてぃるのが事

実のようである。

生活指導面では、中1で最も高く、学年が進行する把つれて低くなってぃるのは、気把なる

ところである。その反面、（2）の自主性をのばす教育把つぃては各学年とも大体同程度の支持を

もってぃる。

その他の意見では、中学校では行事が多すぎていっ勉強するのだろう。受験に有害では夜ぃ

かとはっきカ指摘してぃる保護者もぃるが、高校の方では、受験校とぃうイメ仙ジがはらわれ

てノピノビ勉強してぃるのが良ぃとぃう意見に類するものが多h。

規律の面では中学も高校も甘やかしすぎてぃるのではなぃかと疑問視し、叫慶校門の中に入

ったら下校時以外、門外把出させる必要はなぃとぃう強ぃ意見もあった。

（2）につぃて円グラフをかぃてみよう。中1と高1の問て（3）と（4）把差が現われている。
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灘）本校の受験指導把つぃて

学習以外把受験指導とぃったものが存在すること自体が問題であると高3の保護者が指摘し

ているが、学習指導と受験指導との相違、高等学校でやる授業と予備校や塾でやる授業との間

把相違点があるのだろうか。

学習指導とは」その教科の内容を理解させ、定着させ、応用力をつけることだと思うが、本

校の学習指導だけでは不十分であるとぃう（3）に，高校ではその人数の大体半数ちかくが策漂ってぃぁ

この結果は、ゝ教材内容の指導をおこたってぃるのか、時間数不足を指してぃるのか、このアン

ケートの結果からは判断できなぃのが残念である。それとも、学習指導の他把たしか把受顔的

なものがあって、たとえば暗記術とか解法のテクニックのようなもの壇で指導されなぃことが

不満足夜のか。も、し、そうであるなら現行の高等学校教育托そこ填で賓求するのは過酷とぃう

べきであろう。

以上のよう把、受験指導とは何か、はっき少しなぃ壇壇、アンケ仙卜したので保護者の方々

もと壇どったよう把感じられる。

しかし、終局のところは、学習指導は学校で受験的なことは予備校でやらせるよ少しかたが

食いと思ってぃるようである。つ壇少、本校で不十分食ものは、予備校で補習しようというこ

とである。

⑧を高3を対象として円グラフをかくと次のよう把なった。
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㈹ 学習指導への期待

中1の保護者把とび級制度を考えよとの意見があった。これは本校だけの判断でほできなぃ

ことであるが、生徒の知的な面だけを考えるとこのような意見もでてこ£う。

本校の中。高の一貫教育を教科課程把関係をく何でもできるととらえてぃる人、伸ばせる能

力は中。高に関係なくどこ壇でも伸ばしてくれるのだと解釈してぃる人、壇た、先取カサる（

中2の教科を中一才：で学習させてし壇う）ことだけでなく、子供達把とって何が…番良ぃのか、

機会と時期をみて墳墓托するべきだとする人、この日）で州景教膏を以上のよう把とらもー貿

教育把ついての意見が中学で多かった。

（4）でも各教科の学習指導を受験を前提として指導されるべきであカ、受験準備の余力を用ぃ

て学問的を探究をさせて欲しいという意見が圧倒的把多い。次把、受験を考えなぃでも真の学

力をつければ受験に役立つとの声が多h。

最後に高2の保護者で「（5）と担）に○をつけるのが高校本来の凌があると思うが現実把受験が

あるので、あえて（1）、（2）、（3）把○をつけた」とぃう意見があったことを結びにしておく。

高2の保護者を対象とした円グラフを参考把あげる。
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耶 学習内容と程慶

授業程度把つぃては教科把よって壇ち填ちなので一概把は答えられないとし凌がらも、どの

教科の場合にも授業程度は高すぎると思ってはぃなぃ。教科書と副教材を中心紅綬業は展開さ

れるペきであるが、実験校としての性格からぃって独自夜方針把よる授業や新しい試み把よる

授業も賛成はするカ＼できれば、教科脅からあ壇少離れない内容をやって欲しh。とぃうのが

多数の保護者の意見のようである。

w般的把は「生徒たちのようすを把握なさっている先生が最適だと思われる方法で指導なさ

るのですから内容種皮方法はおまかせし壇す。（高8）」という意見が支配的なのだろうが海高校

生の保護者ともなると「親には、授業内容陀つhて高度であるかどうか判断でき食い。（高2）」

とぃぃ、中学生の保護者は「授業参観でもあれば判断できるのですが」とぃってぃる。

その他の意見として、中学低学年把「投業中のしつけ」「補修授業の必要性」「自習時間の

と少扱い」等がみられ、なかでも「受験科目以外の教科は時間数を減少したらどうか」とか「

空き時間把は代少の先生をたのめるだけの財力を裁から集めてでも対策をたてて欲しh」とぃ

うきびしぃ意見があった。

中2の保護者を対象として円グラフを書くと次のような形把なる。
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㈹ 成績不振者把つぃて

教駒生の保護者としてのプライドを感じる。落ちこぼれる生徒などぃなhはずであるし、た

とえいたとしても早目把アドバイスすれば立ちなおることができる。落ちこぼれの原因は授業自

体把も問題があ少、興味を持たせなぃとか、無味乾燥な授業も反省すべきである。とのきびし

い意見があった。

学習指導は成績中位者を標準として行凌われ、成績不振者把つぃては、何等の特別な指導が

行なわれていなぃ。もっとも教科把よって異なるが、怒るべく早め把アドバイスをし、それで

もだめなら、個人的に課題を与えるとか、レポ≠卜を撰出させるとか、補修をしてもらいたい。

ただし、平常の授業時間中は速度は早めでよいから、どんどん引っばってぃく授業をしてもら

ぃたぃ。全員が理解できないでも次の内容に進むことはやむを碍をh。とぃうところが保護者

の気持であろう。

次把、保護者の気持ちを中3を対象として円グラフ拓かぃてみた。
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最後に、入学者抽せん制把反対する意見をよせられた保護者の方があカ優した。参考のため把、

次にあげておき壇す。

姦
む鋏

駒場の入試方法を抽選制慶等把改めても、現在の受験競争はも なんら改善浸れずも むしろ私立

中◎高校へ集中が激化し、勉学心拓富む生徒打とって、学費負顔も少なh国立附属校で俊秀な先

生の指導を受ける機会が失われ、その進路が閉ざされることになる。

填た、それによって、本校は、質の低下を招き、犠牲把なる。…時の状勢把左右されず、学校

有年の討を因ってぃただきたわ。

抽選制把は反対したho竜＝ぜなら≠一生懸命がんばれば私立把は経済的にhかれなくとも～ 国

立に入学出来るとぃう光を子供に与えてあげたい。抽選制把なると～ その希望が優ったくなくな

カ、何を目標にして良ぃかわからなくな少壇す。

填た、学校への賓乳 あるぃは学校の姿勢把対する意見もあカ優した。次把あげ壇す。

今年5月なかば、可愛hhl年生が箱ジュ仙スを飲み凌がら校門を出てくるのを見て、1ケ月

でもうこん夜番をするのか凌とがっか少した。王）TÅ会費で冷水機を買って備え（何台でも）、

この様なぶざ壇はさせたく食ぃと思う。

あこがれの駒場把入力、塾過払がある審を知力、おどろぃた。世間知らずと言えばそれ填でだ

が、日曜日填で申1から塾通ぃとは、どこかおかしぃと思う。その方がたしか把成綾は上位かも

知れなぃが、新人戦にも出られなh様では何か対策がはしh。親逮も悔 もっとうちとけてかくし

だてをし夜hで、もっと子供達のため綻、よ少よぃ環境作力把力を入れたぃと思う。

一つの思想をもって教育の叫つの在夕方を貫くべきだと思い壇す。エリ…卜校ならェリ叩卜校

としての実験もあゎ壇しょうしも附属として教師育成だけ拓こだわらず、日本の教育への刷新的

◎昌険的夜実験校としての自負をもっていただければ幸いです。
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